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広 報
.2面・・・もっともっと、ゆめ国体

.3面…市議会定例会の結果は

.4・5面・・・特集・ まちを動かす

力~市民活動を考える

主な内容

かながわ・ゆめ国体怒24日開幕~市内では4競技が

FE捷ヨ

4出てとい、ヒーロー。甲子園で熱
いドラマを演じた平線学園が、 26日
の第1試合に出場します

横浜の松阪君だけではありま

ぜん。生の感動を昧わう観客の

表情もねういたい。夏の続きは

平塚で。ますは、平塚学園に注

目です~山田道子さん(小鍋島)

スピード、躍動感、最

後に勝負をかけるスリ

ルあふれる試合展開。

熱い戦いを、国体なら

ではの応援風景とあわ

せ、言捜したいですオ3。

~中'I1瞳さん(寺田縄)

ょうとそ、EjIíííí<<~ 
実力があっても、ダ

ブルスでは連係がうま

くできないと駄目です

サーブを打つ瞬間、

スマッシュが決まった

ね~真柄十之助さん

瞬間忽ど、選手の喜怒

哀楽を会場の雰囲気と

ともに揖影したいです

や、息の合ったプレー

を追いかけます~梨本

よね。二人のやりとり

京子さん(袖ケ浜)

E主主盃亙函
(纏)

市民の花を国体会場に
18歳以上の知的ハンデを持つ人の稲祉

施設・進和学園 (万四)のみなさんが、

固体に向け、 イ巳を育てています。取材は

市政モニターの安度名妙子さん(河内)

社
会
福
祉
法
人
進
和
学
園
で

は
、
か
な
が
わ
・
ゆ
め
国
体
の

.

会
場
に
、
市
民
の
花
な
で
し
こ

'

を
飾
ろ
う
と
、
汗
を
流
し
て
栽

ト

培
し
て
い
ま
す
。

川

進
和
学
園
と
な
で
し
こ
と
の

{

つ
な
が
り
は
、
同
学
闘
の
出
縄

‘

明
理
事
長
が

「
湘
南
平
に
は
、

.

な
で
し
こ
や
、
や
ま
ゆ
り
が
咲

.

き
乱
れ
て
い
た
の
に
、
都
市
化

.

が
進
み
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ

.

て
き
た
。
毎
年
、

湘
市
平
に
な

・

で
し
こ
の
花
が
咲
き
統
く
よ
う

・

に
し
た
い
」
と
、
昭
和
四
十
年

・

こ
ろ
か
ら
栽
培
を
始
め
た
こ
と

・

に
よ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
市
で

・

は
昭
和
五
十
七
年
に
な
で
し
こ

・

を
市
民
の
花
に
制
定
し
ま
し
P
3

・

学
闘
が
本
格
的
に
な
で
し
こ

.

栽
培
に
取
り
組
ん
だ
の
は
昭
和

.

六
十
年
こ
ろ
で
す
。
柄
物
に
詳

.

し
い
守
矢
淳

一
さ
ん

(「
ひ
ら

'

っ
か
野
の
花
」
の
若
者
)
の
指

十

噂
を
受
け
、
職
員
と
園
生
が

一

ト

緒
に
な
っ
て
育
て
て
き
ま
し
た
。

十

裂
で
は
年
に
五
五
喜
て
、

• 
「花が咲くようにJと願いを込めて草取
りに励む園生と職員のみなさん
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緑
化
ま
つ
り
な
ど
で
無
料
配
布

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

昨
年
の
四
月
、
市
の
同
体
担

当
者
か
ら
、
ゆ
め
同
体
の
会
場

に
な
で
し
こ
を
飾
り
た
い
と
話

が
あ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
や
り
方
で
は
ヒ
刀

に
花
が
咲
き
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
、
十
日
月
後
半
に
咲
か
せ
る

に
は
ど
、
?
す
れ
ば
よ
い
か
が
問

題
で
し
た
。
そ
こ
で
早
速
、
学

園
の
六
施
設
か
ら
職
員
を

一
人

ず
つ
出
し
、
な
で
し
こ
委
員
会

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
守
矢
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
園
生
の
図

芸
班
(
ト
凶
人
)
と

一
緒
に
槌

ま
き
を
し
、
昨
年
卜

一
月
の
同

体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
は
直
径

七
十
待
討
も
あ
る
大
き
な
鉢
に

植
え
て
十
四
鉢
出
し
ま
し
た
。

ゆ
め
同
体
の
本
喬
で
は
二
十

八
鉢
を
飾
る
予
定
で
す
。
こ
れ

に
向
け
て
学
園
で
は
、
昨
年
九

月
か
ら
今
年
の
同
月
ま
で
毎
月

極
を
ま
き
、
謀
い
時
は
ビ
ニ
ー

ル
を
掛
け
、
育
成
記
録
や
草
む

し
り
、
水
や
り
に
励
ん
で
き
た

そ
う
で
す
。
職
員
と
園
生
が
手

を
取
り
合
い
、
頑
張
っ
て
い
る

淡
を
見
て
感
激
し
ま
し
た
。

進
和
学
園
の
み
な
さ
ん
の
努

h
H
が
実
り
、
同
体
で
は
か
れ
ん

な
花
、
な
で
し
こ
が
、
選
手
や

観
客
を
優
し
く
迎
え
て
く
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
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持
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軍
M
内

助
事
明

仇

U

唱

1

神
奈
川
県
で
四
十
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
国
民
体
育
大
会
「
か
な
が
わ
・

ゆ
め
国
体
」
。
一
流
の
プ
レ
ー
が
感
動
を
時
ひ
、
そ
し
て
与
え
て
く
れ
る
。
も
う
、

じ
っ
と
し
て
な
ん
か
い
ら
れ
な
い
。
さ
あ
、
競
技
会
場
へ
出
か
け
よ
う
。

回平成10年10月15日

高
等
学
校
野
球

平
学
は
白
日
午
前
叩
時
か
ら

浜

PL 学~
お日平16∞

桜美林

*参加 12校
女入場券 (当日券のみ)

一 般 300円
小中高校生 100円
※試合開始1時間前から各
球場のチケット売場で販

売します

卓

球

勝
負
は
集
申
力
と
一
瞬
の
判
断
力

-女子
子:47都道

決勝

成
府県
成年女子:ブロック
大会に勝った16都
道府県

大参加人数男子
女子
188人
64人

28日(水)27日(火)

3回戦・

準々 準決勝

26日(月)

2回戦

25日(日)

1回戦成年男子

種別

『
楽
ー
さ
い
勺
ぱ
い
の

6
日
間
』
が

々
勺
て
き
た
，
r

自
転
車

テ
ニ

ス

決勝準決勝

少年男子

少年女子

順世決定戦
準々 決勝 l

準決勝

間位決定戦

準決勝

一次リーク|一次リーグ

子-女子 一
フeロック大会に勝ゐ
った24都道府県

*参加人数 男子72人
女子72入
園テニスコート

は25日(日)の競技のみ
開催します

26日(月)

2回戦・

準々 決勝

25日(日)

1.2回戦

1回戦

成年女子

種別

子282人

五
領
ケ
台
高
校
)
マ
久
保
三
磯
子

(公
所

・
相
洋
高
校
)

.
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

マ
伊
藤
香
奈

(西
八
幡

一
丁
目

・
厚
木
商
業
高
校
)

マ
小
野
美
香

(東
八
幡
三
丁
目
・
厚

木
商
業
高
校
)
マ
柳
川
直
子

(
北
金

目

・
厚
木
商
業
高
校
)

.
軟
式
野
球
マ
松
下
知
司

(束
中

原
二
丁
目
・
湘
南
信
用
金
庫
)

.
馬
術
マ
大
庭
佑
子

(城
所
・
湘

大会旗宛火リレー
10月18日(臼)市内を定ります
思い思いの夢を矩火に託し、市内15区聞
をリレーします。ぜひ、ご声援ください。
(第2区.4区.9区.15区は車両リレー、時
刻は出発予定時刻です。)

第l区 9 : 34王御住運動広場(岡崎)
第2区 9 : 44小林誠一商白横
第3区 9 : 52御癒神社前(南金目)
第4区 10: 05 NTI金目局交換センター
第5区 10 : 12旭北公民館
第6区 10 : 26平塚農業高校
第7区 10・33富士見小学校
第8区 10: 52総合公園
第9区 10・59平塚球場
第10区 11 : 07真土小学校
第11区 11・20神明中学校
第12区 11 : 34市役所
第13区 11 : 45見附台体育館
第14区 11 : 56浜岳中学校
第15区 12: 06港小学校~茅ケ崎市

平壊市職員を募集

清掃・公園・土木等作業員・・・数名

保育園労務作業員………… 1名
作業内容の指定不可。来年4月1EI採用予定。

。受験資格 昭手1]39年4月2日から56年4月1日までの

問に生まれた中学校以上を卒業した方。ただし、 4

年制大学以上を卒業した方(卒業見込みも含む)は

除く 。消掃 ・公国 ・土木等作業員は男性、保育凶

労務作業貝は女性

。申し込み方法 市役所3階の職員課などにある指定

の申し込み自ー類に必要事項を記入 して、本人が直

接、職員課に持参する

。受け付け期間 10月19日(月)-27日(火〉

O第 1次試験日 11月7日(土)

.問い合わせ先職員課(内線321)
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マ
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塚
か
ら
十
二
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技
に
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十
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人
が
出
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高
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場
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ま
す
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手
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。
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)
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l
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・
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塚
学
園
高
校
)
マ
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井
春

樹
(山
下

・
平
塚
学
園
高
校
)
マ
山
野

井
成
仁
(
輩
平

・
横
浜
高
校
)

av
自
転
車

マ
安
藤
武
史
(
八
千
代

町

・
平
塚
市
役
所
)

・
ウ
エ
イ
ト
リ
プ
デ
ィ
ン
グ

マ
小

川
竜
也
(
其
土

・
神
田
高
校
)
マ
森
田

寿
人
(大
神
・
神
田
高
校
)

av
レ
ス

リ

ン

グ

マ
佐
藤
量
平
太
郎

(大
神

・
特
別
警
備
保
障
)
マ
熊
問
良

一
(天
沼

・
特
別
警
備
保
障
)

av陸
上
競
技
マ
安
部
位
チ
(
万
回・

真
土
金
回
線
は

(仮
称
)
岡
崎
陵
橋
を
含
め
、
平
成
刊
は
年

春
の
開
通
を
め
ざ
し
て
工
事
を
進
め
て
い
ま
す内
一

概野
|
|
」
コ
閥
司
」
「
寸

A
4
1
至

北

金

目

至

秦

野

11土金回線の(仮称)岡崎陸橋の工事のため、小
田原厚木道路と西側・東側側道 を、次のとおり交

通規制します。この付近を通ると きは、右 図のと

お りう回してくださるようお願いします。

~交通規制の内容~
0小田原厚木道路
'11月18日午後8時-19B午前6時ーー全面通行止 め
O西側側道
-11月11日午前9時-16日午前9時・・・片側通行止め
-11月16日午前9時-20日午後5時...全面通行止め
-11月20日午 後5時-28日午後5時...片側通行止め
O東側側道
-11月3日午前9時一28日午後5時 ー・・全面通行止め
.問い合わせ先道路建設課(内線579)

相模川に架かる馬入橋と神川橋のほぼ中聞こ「湘南銀河大橋」が開通します。

平塚市四之宮(市道馬入1号線〉と寒川町田端(県道46号線「産業道路J)の聞の1，266mを、
暫定的1e:2車線で結びます。開通に伴い、 接続する道路の交通規制が変わりますので、ご注

意ください。 。問い合わせ先 国県道推進室(内線411)

湘南銀河大橋、 22日に開通
一般車の通行は午後3時かう
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題審
一般会計の予算規模は746億9，869万4，000円に

9月22日に閉会した市議会9月定例会では、 「平壕市一般会計補正予算jなど13議

案を市長が提案し、原案どおり可決されました。主な内容は次のとおりです。

-

一
般
会
計
補
正
予
算
:・
十
億
六
千

八
百
六
十
九
万
四
千
円
を
追
加
。
こ

の
結
娘
、
一
般
会
計
の
予
鉢
規
模
は

ヒ
百
同
十
六
億
九
千
八
行
六
十
九
万

四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
臨
時
栢
祉
特
別
給

付
金
支
給
経
費
、

λ
神
保
育
問
改
修

経
火
、
非
木
材
紙
の
原
料
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
ケ
ナ
フ
の
製
紙

・
パ

ル
プ
化
の
委
託
料
で
す
。

av教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
・・・
鈴
木

勅
男
さ
ん
(
立
野
町
伯
l
お
)
の
再

任
を
求
め
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
0

.
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
・
・
・
小
池

英
子
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
武
川

笠
紀
子
さ
ん
(
広
川
純
1
4
)
の
選

任
を
求
め
、
同
行
ん
さ
れ
ま
し
た
。

公平委員会委員

武川登紀子さん

-
功
労
者
の
表
彰

マ
池
野
賞
枝
子
さ
ん
(
錦
町
)
平

塚
録
音
赤
十
字
奉
仕
団
の
設
立
に
大

な
か
よ
し

は
じ
め
よ
、市内二
十
八
の
幼
稚
聞

で
来
年
度
の
園
児
を
日
結
集

し
ま
す
。

園
児
を
募
集
す
る
幼
稚

園
は
、
下
表
の
と
お
り
で

私
立
幼
稚
園
は
三
歳
児
か

ら
五
歳
児
ま
で
、
市
立
幼

稚
園
は
二
年
保
育
の
た
め

四
歳
児
の
み
を
募
集
し
ま

す。
入
園
願
岱
は
、
各
幼

稚
園
と
学
務
課
(山口
原
分

庁
合
1
号
館
1
階
)
で
お

配
り
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
定
員
に
欠
只
が

.
あ
る
場
合
は
年
度
途
中
で

.
も
受
け
付
け
ま
す
の
で
ご

相
説
く
だ
さ
い
。

き
な
役
割
を
来
た
す
な
ど
障
害
者
福

祉
の
発
展
充
尖
に
貢
献
し
た

マ
中
村
進
さ
ん

(錦
町
)
平
塚
市

体
育
協
会
の
組
織
の
充
実
、
発
展
と

ス
ポ
ー
ツ
同
体
の
育
成
な
ど
に
大
き

く
口
献
し
た

マ
小
泉
芳
郎
さ
ん
(
紅
符
町
)
市

内
全
域
に
街
頭
消
火
器
の
設
置
を
促

す
な
ど
消
防
諜
務
の
推
進
を
通
じ
て
、

行
政
巡
営
に
大
き
な
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
た

-

「平
塚
市
吏
員
の
退
隠
料
等
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
:
・
平
成
凶
年
3
月
幻
臼
に
恩
給

法
な
ど
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
泣
族

扶
助
科
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

作
い
、
平
塚
市
史
只
の
退
問
料
お
よ

び
地
族
扶
助
料
の
引
き
上
げ
を
す
る

た
め
、
附
述
す
る
条
例
を
改
正
し
ま

し
た
。

-
工
事
請
負
契
約
の
締
結
・
・・
予
定
価

絡
が
一
億
七
千
万
円
以
上
に
な
る
夜

称
問
附
陸
橋
新
設
工
事
そ
の
1

(上

部
工
こ
と

「仮
称
大
原
公
民
館
新

築
工
事
(
建
築
こ

に
つ
い
て
議
会

の
議
決
を
求
め
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

-
入
国
で
き
る
幼
児

マ
5
歳
児
(
1
年
保
育
)
平
成
5
年

4
月
2
円

1
平
成
6
年
4
刀
1
日
生

マ
4
歳
児
(
2
年
保
有
)
平
成
6
年

4
川
2
H
i平
成
7
年
4
刀
1
日
生

マ
3
歳
児
(
3
年
保
育
)

平
成
7
年

4
川
2
n
i平
成
8
年
4
月
1
H生

住
民
法
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
三
千
五
十

一
人
を
対
象
に
住

民
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
回

答
を
い
た
だ
い
た
の
は
千
五
百
三
十

人
、
回
収
率
は
五

0
・
一
%
で
す
。

今
回
は
、

「み
ん
な
で
親
し
む
水

辺
と
み
ど
り
」
に
つ
い
て
十
項
口
の

質
問
を
し
ま
し
た
。
制
士
官
の
結
決
か

ら
市
民
の
み
な
さ
ん
の
海
や
川
へ
の

関
心
の
尚
さ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
な
欲
が
う
か
が
え
ま
す
。

結
決
(
述
制
限
)
の
滞
釧
は
市
役
所

三
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
川
けんい

た
だ
け
ま
す
。
ム
下
な
調
授
鮎
川
市
は
次

の
と
お
り
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
(
内

線
3
4
8
)
へ
。

-
入
国
願
書
の
受
け
付
け

日
月
1
日
(日
)
・
2
口
(刀
)
各
幼

稚
園
で
受
け
付
け
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ
先

学
務
課

(内
線

5
6
5
)
入
閣
説
明
会
の
時
間
な
ど

入
聞
に
つ
い
て
は
、
名
幼
稚
悶
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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①
水
辺
の
花
や
み
ど
り
を
地
や
す
活

動

お

・
4

%

@
昨
停
車
、
河
川
敷
や
公
図
な
ど
の
清

掃
活
動

M
・
8

%

③
分
か

ら

な

い

幻

・
2

%

一
海
や
川
の
自
然
と
利
用
に
つ

い
て
一

一
ど
う
思
い
ま
す
か

一

①
で
き
る
だ
け
白
然
を
残
し
た
ほ
う

が

よ

い

訂

・
2

%

②
向
然
と
共
存
し
て
利
川
で
き
る
区

文化財を特別公開

域
に
す
る
ほ
う
が
よ
い
訪

・
2

%

③
自
然
を
践
す
区
域
と
利
用
す
る
区

域
に
分
け
た
ほ
う
が
よ
い
却

・
3

%

「
花
と
み
ど
り
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
」

一

に
す
る
に
は

-

①
現
在
あ
る
向
然
の
み
ど
り
を
で
き

る

だ

け

保

存

す

る

日

・
9

%

①
公
共
施

設

の

制

化

刊

・

3
%

∞
市
民
が
参
加
し
や
す
い
紙
化
に
つ

い
て
の
行
怖
を
多
く
開
く
訂

・
6%

ど
の
よ
う
な
緑
化
活
動
に

参
加
し
た
い
で
す
か

①
花
や
樹
木
苗
の
配
布
を
受
け
、
庭

や
ベ
ラ
ン
ダ
に
植
え
る
日

・
8

%

②
地
域
や
職
場
で
花
帆
づ
く
り

・
植

樹

な

ど

を

す

る

剖

・
0

%

③
花
や
植
木
前
な
ど
を
育
成
し
分
け

る

凶

・
0

%

¥
/
4
2
 

J
〆

↑一

ハ
イ
キ
ン
グ
で
文
化

財
を
巡
り
ま
せ
ん
か
。

文
化
財
保
議
強
訓
迎

間
(日
月
1
U
1
7
口
)

に
あ
わ
せ
て
文
化
財
を

特
別
公
開
し
ま
す
。

市立幼稚園 地区 電話番号 入国説明会(10月)
港 夕陽ケE 22-4189 29日(木)
さくら 真土 55-4414 29日(木)
ひばり 御殿 31-3828 30日(金)
土屋 土屋 58-1415 29日(木)
金目 南金目 58-0243 30日(金)
私立幼稚園 地区 電話番号 入国説明会(10月)
育央 出縄 33-2215 20日(火)
大神美里 大神 54-3288 16日(金).22日(木)
大野 東八幡 21-7302 22日(木)
神田 大神 55-0倒1 17日(土)
黒部E 黒部E 31-1955 21日(水)
さきとり 四之宮 54-3558 16日(金)・17日(木)
さなだ 真田 58一凹01 17日(土)
清水学園付属 根坂間 58-8080 21日(水)
j相南桜ケE 桜ケE 31-2623 28日(水)
しSi)¥じ 山下 34-3237 21日(水)
っくし 飯島 58-7111 16日(金)
つるみね 浅間町 22-2007 21日(水)
道和 豊原町 31-0595 17日(土)
なでしこ 平塚 31-2471 21日(水)
白鳥 河内 32-7875 22日(木)
花乃 入野 32-0086 27日(火)
花水 龍城ケE 31-5921 22日(木)
東中原 東中原 33-4849 21日(水)
平岡 岡崎 58-1188 17日(土)
平塚二葉 見附町 31-0864 21日(水)
平塚めぐみ 縄 32-3422 19日(月)
松風 松風町 22-0558 21日(水)
美里 下島 55-3830 15日(木)，23日(金)

av期
間

(日
)

.
時
間

午
前
叩
時
1
午
後
3
時

(問
崎
公
民
館
は
午
前
9
時
i
午
後

4
時
却
分
)

-
公
開
場
所

・
文
化
財

-
-
A
7
。
ん
し

t

、ea
v
H・
い
に
む
じ
よ

マ
刊
一
林
寺
(問
之
官
)/
木
造
大

n如

ι

，b
g
e今

来
坐
像
L
よ

令

ふ

〈

じ

も

《

ぞ

5
h
y〈
L
じ
よ
ら
い

マ
ア
北
相
等

(大
島
)
/
'木
造
薬
師
如
来

旬
吻

iτ
今

仇

y
hぞ
う

U
9
9に

Ez--3mゆ
a
，f
，

立
像
、
木
造
卜
二
神
将
立
像

L
ん

ぶ

〈

し

し

ん

ら

ん

し

よ

う

に

ん

マ
甚
制
寺
(馬
入
本
町
)
/親
鷲
聖
人

ぞ・
h

，一
象
ほ
か

e
うよ
う
ぜ
ん
じ

か

ん

ιん

マ
長
普
寺
(東
八
幡

一
丁
目
)
/
観
心

じ
っ
か
い
草
ん
で
ら
ず

十
界
門出
茶
縦
図

ζ
ま
が
た
じ
ん
じ
ゃ
合
会
ふ
だ

マ
岡
崎
公
民
館
/
駒
形
神
社
棟
札

-

aん
げ
ふ
ど

ー引日目
・νし
1
u与
品

h
'

俳
世
，
T
4
q
'b
d，h

-
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育
課

(内
線
5
2
8)

※
文
化
財
の
解
説
と
公
開
場
所
を
巡

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
l
ス
を
袋
内
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
各
公
開
場
所
や

公
民
館
で
お
配
り
し
て
い
ま
す

日
月
1
日
(口
}1
8
日

木造大日如来坐官民

高林寺(四之宮)

我が家の防災対策を再確認く連載⑮〉
市鶴舎を傍聴しτみませゐおも
~市議会12月定例会は11月13日かS12月15日まで開会します~日ごろから隣近所のつきあいを

(内正泉369)鵠会事務局。担当

「
防
災
資
器
材
も
、
経
験
が
な
け
れ
ば
使

え
な
い
。
地
域
の
訓
練
に
参
加
し
て
」
と

語
る
原
喜
市
平
塚
市
自
治
会
連
絡
協
輔
副
会

会
長

(南
原
二
丁
目
)

--， 初JYJ消火や倒縦した家屋に閉じこめられ
た人の紋fむなど、阪神大袋災では地域ぐる

みの防災前動が被3の拡大を防ぎました。

のど元過ぎれば熱さを忘れる・・・・・・べから
ず。災符11与に頼りになるのは隣近所の助け

合いです。 日ごろから地械のコミュニケー

ションを似lり、向主防災訓練などに参加し

ましょう。

防災課(内線143)t>担当

交通事故のない明るい都市「ひらつか」を実現しようと、交通安全市民総ぐ

るみ大会を聞きます。市内では、9月30日現在、 1.798件の交通事故が発生して
います。交通ルールl芯命を守るルールです。事故を主主くすにはどうしたらよい

か、もう一度考えてみましょう。 。問い合わせ先交通安全課(内線640)

交通安全市民総ぐるみ大会
大門三郎歌謡ショー・お楽しみ抽選会も同時開催
11月 7 日(土)午後1時40分~4時市民センター
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・

関

ωは
高
い
が
、
実
行
し
て
い
る
人
は
少
な
い
。
市
民
活
動

市

民

活

動

を

考

え

る

の

実

態
が
、
各
種
調
査
か
ら
そ
う
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、

あ
な
た
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
阪
神
大
震
災
以
来
、
市
民
活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち

の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
。
ま
ち
の
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
。
そ
ん
な
市
民
意
識

の
変
化
が
、
背
景
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
実
行
に
移
し
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
人
た
ち

な
の
で
し
ょ
う
か
。
4

フ
ロ
は
、
前
向
き
に
活
動
し
て
い
る
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

走
る
原
動
力
で
す

自
の
不
自
由
な
人
が
ラ
ン
ナ
ー
に
な

る
。
そ
れ
は
、
夢
の
よ
う
な
こ
と
で
し

た
。
で
も
、
ど
う
し
て
も
走
り
た
い
。

そ
し
て
、
ど
う
し
て
も
走
ら
せ
た
い
。

そ
の
熱
い
思
い
で
夢
を
か
な
え
た
の
が

視
党
障
害
者
の
伴
走
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・

木
昭
ラ
ン
ナ
ー
ズ
で
す
。
こ
の
名
前
は
、

内野慎吾さん

毎
週
木
曜
日
の
夜
、
総
合
公
閣
を
走
る

こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

十
数
人
だ

っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
八
年

目
を
迎
え
た
現
在
は
お
よ
そ
百
三
十
人
。

毎
週
五
十
人
あ
ま
り
が
参
加
し
、
約

一

時
間
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
会
長
の
内

野
さ
ん

(花
水
台
)
に
聞
き
ま
し
た
。

1
11

最
初
は
暗
中
棋
素
で
し
た
が
、

一
緒
に
走
っ
て
い
る
う
ち
に
、
仲
間

(視
覚
障
害
者
の
こ
と
を
そ
う
呼
ぶ
)
の

気
持
ち
一
も
だ
ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。「
夢
が
か
な
っ
た
」
っ

て
、
喜
ん

で
い
る
姿
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も
感
動

行
動
し
な
く
ち
ゃ

ヨ事去、

溢谷京子さん

災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
平
日
の
昼
間
家
庭
に

い
る
こ
と
が
多
い
女
性
を
対
象
に

「女

性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
議
習
会」

が
平

成
ヒ
年
度
か
ら
聞
か
れ
て
い
ま
す
。
今

プ
平
塚
パ
ワ
l
ズ
を
組
織
し
ま
し
た
。

会
長
の
櫨
谷
さ
ん

(世
田
本
郷
)
に

う
か
が
い
ま
し
た
。

|
|
阪
神
大
震
災
で
は
、
若
い
人
や

女
性
な
ど
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が

広
が
り
ま
し
た
。
大
災
害
に
は
、
従
来

の
方
法
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
。
市
民

活
動
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
自
由

な
立
場
か
ら
柔
軟
に
、
機
敏
に
、
行
動

で
き
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

|
|
市
民
活
動
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
い

し
ま
す
ね
。
世
の
中
に
は
、
お
金
や
効

率
性
で
は
表
わ
せ
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
心
の
交
流
を
続
け
て
い

る
と
、
世
界
が
広
が
り
ま
す
よ
。

-

1

道
に
ご
み
が
落
ち
て
い
た
ら
拾

う
。
駅
で
白
い
?
え
を
見
か
け
た
ら
声

を
か
け
る
。
こ
の
会
の
活
動
も
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
。
特
別
な
こ
と
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
た
ら
、

続
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

-
|
目
的
は
翠
え
る
こ
と
で
は
な
く
、

進
歩
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
必
要
な
の
は

小
さ
な
勇
気
、
か
な
。

マ
連
絡
先
栢
祉
会
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
宮
(お
)
2
3
3
3

て
思
っ
て
い
た
ら
、
い

つ
ま
で
た
っ
て

も
変
わ
ら
な
い
。
み
ん
な
が
そ
う
気
づ

き
始
め
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

|
|
気
づ

い
た
ら
、

次
は
行
動
し
な

く
ち
ゃ
。
家
庭
で
の
防
災
対
策
を
し
て

い
な
い
人
が
、
ま
だ
ま
だ
多
い
。
自
分

で
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
で
す
る
。
そ

れ
が
、
器
本
だ
と
思
い
ま
す
。

ー
!
大
災
害
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

ど
う
コ

l
デ
ィ
ネ
イ
ト
す
る
か
。
団
体

同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
ど
う

す
る
か
。
主
姉
の
視
点
を
生
か
し
て
、

府
に
カ
を
入
れ
ず
に
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子育て相談室
(須賀保育園2階)

221-7639 
-毎週月~金曜日9時30分~

16時

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
。来所 毎週月~金曜日10時

~1 7時

く〉電話 毎週月~土曜日9時

~17時(第2 第4土曜日を除

く)

子育て相鮫室

歪平底駅

箆
央
民
中
公錯
口
側
、子
ど
も
教
育

園

-

盟
蹴
セ
ン
タ
ー

チ
民
ン
市
セ

青少年相談室
(市民センター2階)

834-7311 
く〉青少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金曜

日 10時~ 1 7時
ゐみで与やみ与し

く〉ヤングテレホンn33-7830

(青少年専用ダイヤjレ)

毎週月~金曜日10時(土曜

日は13時~18時30分)

11月12日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

234-0311 
o電話 毎週月~金曜日10時
~1 6時

。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分~10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

E. FAX32 -2738 
く〉子どもの発達・発育の相談

毎週月・水・金曜日10時~

15時(来所相識は予約制)

233-2333 
0専門(法律、金融、住宅、保
健医療・要予約) 11月12日
(木)1 3時30分~ 1 5時30分

く〉生活支援 毎週月~金曜日

8時30分~17時

く〉ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分~17時

く〉結婚 毎週日曜日10時~15

時(第3日曜日は除く)

く〉母子 毎週月~金曜日9

時~1 6時

。家庭児童 毎週月~金曜日

9時~16時

保健福祉総合相談
(市役所1階)

823-1111内線671
。来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分~17時

。健康(相談員は保健婦)

10月 19日 (月 )9時~16時

。手話案内 毎週金曜日9時

-12時30分

。建築諒十・耐震・バリアフリー

11月16日 (月)13時~16時

く〉高年齢者職業 10月15日

(木)、20日(火)、11月5日
(木)、 17日(火) 9時~12時

o一般市民 毎週月~金曜日
9時-16時

11月

市民相談室
(市役所1階)

823-1111内線293
※一般法律は予約制。

く〉人権 10月20日(火)、 11月
17日(火)13時~16時

。行政 10月20日(火)、11月
17日(火)13時~16時

く〉一般法律 毎週水曜日と毎

月第4木曜日1 3時~16時

。登記・供託・測量 11月13日
(金)13時~16時

。住宅新改築 10月20日(火)、

11月17日(火)13時~16時

。発明・考案・特許 11月9日
(月 )10時~15時

く〉労働 11月12日(木)、12月
10日(木)1 3時~16時

く〉下請け取り引き 10月15日

(木)、 11月19日(木)13時30
分~16時

。年金・社会保険・労災

10日(火)10時~15時

。消費生活 毎週金曜日9時

~16時

国道134号

。婦人

15時

肋
い
肱
陀
わ
K
防
伴
惚

際
的
-
宮
崎

※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課
広
聴
担
当

(内
線
3
5
5
)

福祉会館



I1i| 
貢献したい60%、活動中30%
地域に貢献したいと思っている人は多いものの、

実際に活動している人はその半分にすぎない。総合

計画策定に伴う市民意識調査で、地域社会とのかか

わりについてお尋ねしたところ、このような結果(下

グラフ〉が出ました。

第633号 (1日・ 15日発行)

そう思わ
ない3.5

あまりそう
思わない〈地主義社会とのかかわり〉

地主主社会の-I 
員として何か
貢献したい

今
日
、
社
会
制
祉
展

…
質

問

日
…
(十
月

一
円
か
ら
六
日
ま

で
・
市
民
プ
ラ
ザ
)
で
、
い
ろ
い
ろ

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
を
見

ま
し
た
。

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
、
も

っ
と
知
り
た
い
の
で
す
が
、
ど
ん
な

活
動
が
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
活
動

を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
注
立
す
る
こ

と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

(
左
か
ら
大
庭
麻
美
さ
ん
・

鎌
倉
女
子

大
学
高
等
部
3
年
、
山
尾
其
奈
美
さ

ん
・
平
塚
商
業
高
校
3
年
、
中
尾
優

花
さ
ん

・
大
磯
高
校
2
年
)

広報ひ5っか回

行ってい芯い
54.7 

i也i或活動 ーグ
ループ活動の
参加状況

知りたい勢持

一
年
中
花
の
絶
え
な
い
「
な
で
し
こ

公
幽
」。

そ
の
花
を
育
て
て
い
る
の
は
、

な
で
し
こ
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
で
す
。
会
只
は
、
五
十
人
を

超
え
ま
す
。
部
長
の
三
浦
さ
ん
(
庇
ケ

原
)
と
技
術
指
却
を
し
て
い
る
岸
さ
ん

(
黒
部
丘
)
に
聞
き
ま
し
た
。

三浦一男さ以左)

と岸春雄さん

-
|
今
年
は
、
開
体
の
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
受
け
て
い
る
ん
で
す
。
毎

日
、
水
を
や
っ
た
り
、
台
風
の
と
き
に

は
公
民
館
に
し
ま
っ
た
り
、
忙
し
い
で

す
よ
。
市
外
か
ら
来
た
人
が
「
平
塚
は

花
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
」
っ
て
感
じ
て

く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

|
|
公
園
の
花
壇
は
、
春
と
秋
に
植

え
替
え
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
や
何
を
植
え

る
か
は
、
み
ん
な
で
相
談
し
て
決
め
て

い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
潮
風
が
強
い
で

し
ょ
。
最
初
は
、
失
敗
も
あ
旦
忘
し
た
。

|
|
み
ん
な
花
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。

長
続
き
し
て
い
る
の
か
な
。
文
句
ば
か

り
一
首
っ
て
で
も
始
ま
ら
な
い
し
、
や
り

す
ぎ
る
と
す
ぐ
熱
が
冷
め
る
か
ら
。
拠

点
(
公
民
館
)
が
あ
る
の
も
心
強
い
ね
。

|
|
七
五
三
や
成
人
式
に
は
、
こ
こ

で
写
真
を
搬
っ
て
い
く
人
が
い
る
ん
で

す
よ
。
遊
び
に
き
て
い
る
人
も
、
ご
み

が
落
ち
て
い
た
ら
拾
っ
て
い
き
ま
す
。

|
|
周
ηを
動
か
そ
う
と
し
た
ら
、
ま

ず
自
分
が
励
か
な
く
ち
ゃ
。

一
人
で
で

き
な
か
っ
た
ら
隣
近
所
と
相
談
し
て
み

れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

マ
連
絡
先
な
で
し
こ
公
民
館
宮
(お
)

1
2
5
4
 

市民活動推進研究会が、 10月7日スタートしまし

た。委員は、いすれも市民活動に取り組んでいるみ

怒さんです。

第 1回の会議では、拠点つ、くりや団体同士のネッ

トワークづくり芯ど、市民活動の基盤を強化してい

くためにはどのような支援が有効なのか、忌見が交

わされました。会では来年3月を目途に報告由をま

とめ、市に提出する予定です。

お問い合わせは、 市民活動推進課(内線596)へ。

NPO法が12月スタート
ボランティアなどの市民団体に法人格を与え、活

動を促進する特定非醤利活動促進法 (NPO法)が、
12月1日かう施行されまず。今後、不動産の登配や銀

行口座の開設などが法人名義でできるように芯り、

社会的認知度も高まってより活動しやすく怒ります。

NPO法に基づく法人格の取得には、所轄庁(県内
のみで活動する団体は県)の認証が必要です。お問い

合わせは、県民総務室(宮045-201-1111内線3316)へ。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
ヘ
相
談
を

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

…
お
答
え

口…
の
相
談
は
、
福
祉
会
館

ニ
附
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
現
夜
八
十
七
団

体
が
登
録
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

中
学
生
や
高
校
生
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
同
体
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

使

用
済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
l
ド
や
ロ

l
タ

ス
ク
ー
ポ
ン
の
収
集
な
ど
、

一
人
で

で
き
る
活
動
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
手
話
や
点
字
な
ど
を
学
ぶ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
も
聞
い
て
い
ま

す
。

み
な
さ
ん
の
お
話
し
を
伺
っ
て
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
活
動
を
紹

介
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
動
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
、
注
な
し
て
い
た

だ
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

①
愈
初
は
無
理
の
な
い
範
囲
か
ら
:
・

張
り
切
り
す
ぎ
て
情
動
が
重
荷
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う

⑦
基
本
的
な
ル
l
ル
を
守
る・•• 

活
動
時
間
や
会
費
な
ど
、
約
束
ご

と
を
守
ろ
う
。
ま
た
、
情
動
で
知
り

待
た
、
組
箭
は
必
ず
守
ろ
う

①
活
動
の
犠
子
な
ど
を
よ
く
聞
く
・

.

「参
加
し
て
み
た
ら
イ
メ
ー
ジ
と

迷
っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
参
加
す
る
前
に
、
よ
く
訴
を

開
い
て
お
こ
う

④
悩
み
ご
と
は
抱
え
込
ま
な
い
:
・

活
動
を
始
め
る
と
、
活
動
の
進
め

方
や
人
間
関
係
な
ど
、
様
々
な
悩
み

ご
と
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
決
し
て

一
人
で
抱

え
込
ま
な
い
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
よ
う

マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
宮
(お
)

2
3
3
3
(場
所
は
4
面

「市
民
相

談
」
欄
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
)

。。

※
市
へ
の
ご
意
見
、
ご
提
議
は
、
お

気
軽
に
広
報
広
聴
諜
広
聴
担
当
(
内

線
3
5
5
)
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
提

出
方
法
は

4
・
5
面
中
間
の
下
側

「み
ん
な
で
つ
く
る
平
塚
」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
連
絡
先
を
忘
れ
ず
に
。
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• 
A. - や

す

5
ぎ

の

教

室

子
ど
も
教
室
相
談
セ
ン
タ
ー
の
中
に
あ
る
平

塚
市
適
応
指
導
教
室
は
、
不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
が
、
自
分
の
学
校
に
在
籍
し
た
ま
ま
通
え
る

通
釜
制
の
教
室
で
す
。
平
成
五
年
に
開
設
し
、

毎
年
平
均
し
て
二
十
五
、
六
名
の
小

・
中
学
生

が
、
こ
の
教
室
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

教
室
で
は
、
個
別
の
対
応
を
基
本
に
し
な
が

ら
も
、
小
集
団
で
の
様
々
な
体
験
的
な
活
動
や

遊
び
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
集
団
の
中
で

成
長
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

教
室
と
し
て
訟
も
心
が
け
て
い
る
の
は
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
自
分
の
心
を
解
放
し
、

心
や
す
ら
げ
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
教
室
に
通

う
チ
ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
の
対
人

関
係
の
中
で
自
信
や
自
尊
心
と
い
う

「恵
み
」

を
実
感
す
る
よ
り
も
、
無
力
さ
や
不
信
感
、
不

安
感
を
抱
く
よ
う
な
「
心
の
傷
」
を
負
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。

適
応
指
導
教
室
の
中
で
の
、
出
か
く
優
し
い

対
人
聞
係
を
過
し
て
、
少
し
ず
つ
「
心
の
悔
」

を
い
や
し
、
「
恵
み
」
を
実
感
す
る
こ
と
で
、

向
己
存
在
感
や
自
尊
感
情
を
育
て
て
く
れ
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
で
の
生
活
は
、
基
本
的
に
マ
イ
ペ

ー
ス
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
の
ん
び
り
し
た
時

間
の
中
で

「向
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
何
か
」

を
探
し
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど
も
た
ち
に
識
せ

ら
れ
た
唯
一
の
課
題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
教
室

を
心
の
居
場
所
、
や
す
ら
ぎ
の
教
室
と
し
て
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
0

.
子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

山内
用
普
小
学
校
北
側
宮
(部
)
6
0
1
2

。&#.
マ
イ
ペ
ー
ス
な
の
で
大
変
だ

と
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
お
子
さ
ん
が
好
き
な
遊

び
に
つ
き
あ
っ
て
や
り
ま
し

ょ
う
。
走
り
阿
る
こ
と
で
も
、

水
遊
び
で
も
い
い
の
で
す
。

落
ち
訴
か
ず
、
遊
び
が

転
身
と
変
わ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
根
気
よ
く
つ

き
あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
伝
え
た

い
気
持
ち
が
生
ま
れ
、

古
来

の
獲
得
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
、
療
育
相

談
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
理
の
専
門
家
が
、
お
子
さ

ん
の
遊
ぶ
様
子
な
ど
を
観
察

し
な
が
ら
、
個
別
に
面
接
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
も

ち
ろ
ん
秘
術
は
守
り
ま
す
。

相
談
日
時
や
場
所
な
ど
は

四
面
の

「市
民
抑
談
」
欄
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

-
療
育
相
談
室

宮

(
詑

)
2
7
3
8

ときどき く平成8年調資〉

活動内容では、「自治会・町内会」が39.3%で最も

多く、「スポーツ・レクリエーション」が33.4%、「芸

術・文化 ー教聾」が31.9%で続いています。また、

活動への満足度では「満足している」と「やや満足

している」が合わせて71.3%となりました。その理

由としては、「新た主主人間関係ができる」が70.6%、

「健康や体力が増進できる」が33.8%、「社会に積極

的にかかわり視野が広がるJが19.2%で、上位を占
めています。

一口
葉

が

遅
く
て

似

配
で
す

質
問

@ 
求
め
た
り
、
甘
え
た
り
す
る

こ
と
が
少
な
く
、
人
へ
の
関

心
が
薄
い
よ
う
で
す
ね
。

好
き
な
こ
と
に
は
集
中
す

る
け
れ
ど
、
周
り
の
人
が
働

き
か
け
て
も
応
じ
な
い
、
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

少
し
ず
つ
周
り
に
関
心
を
持

ち
、
人
と
か
か
わ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

お
母
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
の

中
で、

人
へ
の
関
心
を
育
て

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

Q

ニ
蔵
五
か
月
の
男
の
子

の
こ
と
で
相
談
し
ま
す
。

ま
だ
、
単
語
を
数
語
話
す

だ
け
で
、
こ
ち
ら
の
言
、
つ
こ

と
が
理
解
で
き
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
か
ら

お
と
な
し
く
、
母
親
に
甘
え

る
こ
と
も
余
り
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
も
友
達
と
遊
ぶ

よ
り
、

一
人
で
遊
ぶ
方
が
好

き
な
よ
う
で
す
。

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

い
け
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え

A

お
子
さ
ん
は
、
赤
ち
ゃ

ん
の
こ
ろ
か
ら
お
母
さ
ん
を

外国でそのまま使われます。また、牛乳パックなどは

雨の回や、雨が降りそう芯日は出さないでください。

まとめてひもで縛って出す

乾かして出す。プラスチックのふたは外して出す

布類のうち程度のよいものは、

雨にぬれると溶けてしまいます。

O布類 ボタンなどは取らずに、
O牛乳パ ック 洗って、聞いて、

『資源再生ごみ」は分別と出し方が命

布類や牛乳パックは、雨の日には出さないで
O問い合わせ先環境業務課(内線537)
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